

































































































































第 4巻 第 3号
ネジアと東部ニューギニアであ る｡ この観念は,屈
位の埋葬と内的頭蓋崇拝 と決定的な関係があり,覗
実よりもやや理想化された世界であっても,決して地
獄ではない｡C.R.Mossによれば,南部メラネジア
と東部ニュ-ギニアの地下界は,類型を異にしたもの
であるが,博士は,葬法の観点からすれば,前者が本
来のものであり,後者は樹上葬文化の影響による変形
に過ぎないとする｡
第4の西方の他界観念は,マライシアのセマンやサ
カイ諸族においても見られるが,いずれも外来信仰で
あり,また西方他界観念は民族移動の結果であるとす
る WJ.Perryのインドネシアに関する見解や C.R.
Mossのオセアニアに関する見解に対して,博士は,
アフリカやアメリカ･インディアンの事例をも援用し
て,西方他界観念には,民族移動によるものとそうで
ない超感覚的なものがあり,後者は,地下界信仰の民
族と台上葬文化の混合から成立したと推論される｡
第 5に,最原始民族の天界とは異なって,天に階層
のある天界の観念はポリネシアやマライ系諸族に見ら
れるが,これは,インド的天界であり,シベリアの原始
形態と系統を同じくするものと考えられる｡また天上
･地下の対置観念は,H.Spencerなどの見解通り,
文化混合の産物で,東南オーストラリアの最原始民族
にも見られる｡このような他界観念には,社会階級や
倫理的行為によって,死後行くべき世界が定まるとい
う思想が結合している点が論断されている｡
最後に,博士は,霊魂観念と他界観念の関連につい
て,霊魂観念もいくっかの系列 に区分でき,他界観
念は主に人格的に把撞された霊魂観念に伴う観念であ
り,そうでない生命霊的観念力が純粋である場合には,
他界観念の発達は見られないとする｡
以上は,棚瀬博士 の論述の概要であるが,本書で
は,その膨大な量の資料の精赦な分析から民族宗教の
研究の未開拓な問題が未だ多く残されていることを随
所に指摘されているばかりでなく,副産物として,管
狩,呪術,魔術,呪術的治療法の形態に関する明快な
論証がなされている｡その意味で,民族宗教の実証的
研究に対する功績は大きいばかりではなく,東南アジ
アをも含めた広義のオセアニアの未開民族の歴史的研
究の資料として,また手懸りとして,きわめて貴重な
研究であり,研究の方法論でも読者が受益する点は少
なくない｡ (口羽益生)
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